
 住宅リフォーム助成制度の学習会が、日本共産党前橋市議団の主催

で、前橋協立病院会議室で開催されました。この制度で大きな成果を上

げ、全国でも有名になった宮古市から田中尚市議会議員が講師として参

加し、宮古市の制度の説明を行ないました。 
 宮古市では、今年度２,７００件以上の工事が対象となり、工事額は

約１２億円、補助金は約２億７,０００万円になっています。当初１年

限りの制度として実施されてきました 
が、実績が上がり新年度も継続するよ 
うになったということです。ほとんど 
の工事を中小業者が受注しています。 
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            沼田市は、従来の児童手当の本市負担分を

ふくみ、子ども手当支給事業１１億２,５３２

万円を計上しています。民主党のマニフェス

トでは、「全額国負担」となっていましたが、

これを守らないばかりか、金額も約半分しか

支給していません。財源確保のための年少者

扶養控除などの廃止により、一方で増税にな

っており、差額が逆転して、負担増の家庭も

予想されています。一般的に子どもたちの父 
母の意見は、「子ども手当よりも保育料や給 

食費の無料化などを実施した方が良い」という意見が多くなっていま

す。 
 民主党政府は、この国会に子ども手当から「給食費や保育料を天引

きできる」という法案を提出しています。 

沼田市は、来年７月１日から第３子以降の 
出産に支給している祝金（１人２０万円）を 
廃止すると民生福祉委員協議会に報告しまし 
た。沼田市は、新年度から保育料の軽減制度 
のうち、３子以降の保育料の無料期限を「３ 
年間だけ拡充」するという方針を決めていま 
すが、そちらへの財源移行という説明がありました。 

しかし、少子化対策として実施してきた「祝金制度」の廃止は、第３

子以降の保育料無料化拡充で、3 子以上の子どもを産み・育てたいと思

った子育て中の親たちの思いにブレーキをかけるマイナスの作用しかあ

りません。予算額も、今年度の「出産祝金」は１,４００万円でしたが、

「保育料無料化拡充」の新年度予算は８５０万円程度です。 
井之川博幸委員は、少子化・子育て対策として、金額的に後退するこ

となど問題点を指摘し、再考を求めましたが、当局は政府が実施する「子

ども手当」があることや、ヒブ・肺炎球菌ワクチン接種が 3 月から無料

になるなどを「子育て支援」の拡充と捉え、出産祝金支給の廃止を正当

化する答弁を行ないました。 

 子宮頸がん・ヒブ・肺炎球菌の予防ワクチン接種に係る無料化財源は、 
新年度予算に計上されました。３月分は今年度補正予算として３月議会 
に提案されます。いずれも無料で受けられます。 

 住宅用太陽光発電パネルの設置に対する市

単独補助金は、今年度から約１００万円増額

し、５００万円を計上しています。先着順で

受け付け、予算が終わり次第打ち切りますの

で、申し込みはお早めにお願いします。 

 

 

 住宅リフォーム助成制度学習

会場で、左から長谷川前橋市

議、田中宮古市議、井之川博幸

市議 


